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【保育標準時間】午前７時１５分から午後６時１５分まで
両親ともフルタイムで就労する場合又はこれに近い場合を想定。
（月１２０時間以上の就労時間）

月曜日
火曜日 延
水曜日 長
木曜日 保
金曜日 育
土曜日

7:15 18:15

【保育短時間】午前９時から午後５時まで
両親の両方又はいずれかがパートタイムで就労する場合を想定。
（月４８時間以上、１２０時間未満の就労時間）

月曜日
火曜日 延 延 延
水曜日 長 長 長
木曜日 保 保 保
金曜日 育 育 育
土曜日

7:30 9:00 17:00 18:00

　　　保育標準時間については、現在の午前７時１５分から午後６時１５分までとし、保育短時間
　　につ いては、午前９時から午後５時までとして設定する。

　　  保育利用時間は各々の家庭の就労実態等に応じてその範囲の中で利用することが可能
   な最大の枠として設定するものであり（保育標準時間においても同様）、当該保育利用時間
   帯以外の利用については延長保育となる。

利用可能な時間帯（１１時間）

　　　保育短時間利用者に係る延長保育について、従来と異なり、１１時間開所の中で朝若しく
　 は夕方利用するケースが生じる（例として、朝８時３０分から９時まで３０分の延長保育を利用
　 した場合、月額延長保育料の対象となるが、当該ケースでは規定延長保育料を半額とす
る。）。

１　　公立園での保育利用時間

2　　保育短時間の利用時間の考え方

3　　保育短時間の延長保育

利用可能な時間帯（８時間）

保育標準時間と保育短時間について（案）

　 保育の必要量の認定は、保育標準時間（１日あたり１１時間まで）と保育短時間（１日あたり８
時間まで）の区分に分けて行う（子ども・子育て支援法施行規則第４条）。

この時間帯の中で、30分ごとの延長保育利用に
応じ、延長保育料は保育料の概ね５％から15％
徴収する（現行は保育料の概ね10％）。


